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＜講　演＞

信頼で世界をつなぐ
―JICAの国際協力と地域との連携―

　石丸　　卓
JICA北海道　所長

JICA北海道の石丸と申します。よろしくお
願いいたします。
本日は，「信頼で世界をつなぐ」ということ

で，JICAの国際協力の取組，そして地域の連
携について最初に私からお話ししたいと思って
います。
最初に自己紹介です。私は実は北大病院で生
まれまして，小中学生時代を江別市で過ごして
おります。それで，函館で高校時代を過ごした
後に東京のほうに出てきています。大学卒業後
に，主として中南米・カリブ地域の，ODAの
メニューの一つであります円借款事業に，いろ
いろ配属先の名前は変わっているのですが，従
事しておりました。円借款事業については，後
ほど少し触れたいと思っております。
そして，今年の 4月から JICA北海道で勤務

を開始しております。これまで海外経験は，や
はりラテンアメリカの事務所が多くて，最近ま
でパナマという暖かい国にいました。暖かい国
が長かったので，これから始まる長く寒い北海
道の冬にどういうふうに備えようかと考えてい
るところでございます。
本日は，「持続的な世界をつくるために」と

いうことを念頭におきながら，最初に SDGs

の考え方について少し触れた後で，「信頼で世
界をつなぐ」ということで，JICAがどのよう
な国際協力の取組を行っているのか，そして，
「北海道からできること」と題しまして，JICA

北海道がどういうことを行っているのか。そし
て最後に，北海道の課題について JICA北海道
がどのような貢献をしたいと考えているのかと

いうことについて，簡単ではございますがお話
をさせていただきたいと思います。

SDGs の考え方

最初に，このカラフルなロゴタイルマーク，
そしてカラフルなピンバッジをいろいろなとこ
ろで見かけるようになりました。（図 1）持続
可能な開発目標（SDGs）の象徴でございます。
これは，いろいろな解説本も含めて情報があ
ふれておりますけれども，2030年までに貧困
を撲滅し，持続可能な社会を実現するというこ
とで，先進国を含む世界共通の目標です。1番
目の「貧困をなくそう」から 17番目の「パー
トナーシップで目標を達成しよう」という 17

ゴールが掲げられていて，それにひもづく形で
169の細かなターゲットが定められておりま
す。このターゲットには，定量的に数値目標と
して掲げられているものもありますし，こうい

図 1
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う社会をつくろうということで定性的な呼びか
けがされているものもございます。そこに流れ
るキーワードは，「誰一人取り残さない」とい
うことです。そして，これは援助機関のみなら
ず，各国の政府，自治体，企業あるいは大学，
研究機関，さらには市民の皆さん，地球上のあ
りとあらゆるアクターによる連携・協働の取組
が期待されているわけです。
ちなみに，この SDGs が生まれる前に

MDGs，ミレニアム開発目標というのがござい
ました。これは，2015年までに，ほぼ SDGs

と同じ思想で 8つの目標で，開発途上国の課題
を解決するために先進国を含めてどのような協
力・支援が必要なのかということでした。おお
むねこういう観点から定められた，言うなれば
開発援助コミュニティにおける支援する側，さ
れる側という関係性の中で出てきた共通目標だ
と。私は，そういうふうに理解をしておりま
す。

SDGsが示唆するところ，言っているところ，
これは冒頭平本センター長からもご紹介があり
ましたけれども，やはり開発に関する長年の議
論と教訓の帰結であると考えております。
ちょっと難しい言葉になってしまいますが，開
発というのは環境に対するものである，あるい
は，政府の取組は市民の取組と相対するもので
ある，あるいは，先進国と途上国の利害が対立
する，あるいは，駆け引きがある。さらには，
公的部門と民間部門の役割はこうあらねばなら
ないなど，これは，すみ分けの問題です。こう
いった対立的に語られがちな概念から，多様な
アクター，いろんな人の知恵と技術とアイデ
ア，そういうものを持ち寄りながら連携・協働
して持続的な社会をつくり上げていこうと，こ
ういうふうに考え方が進化してきたのではない
かと考えます。
もちろん，批判的な立場の意見もあることは
承知をしております。しかし，やはりここに至
るまでには，開発とこういった議論の教訓が
あって今に至っていると私は理解します。

さらには，これが援助コミュニティの枠組み
を超えた広がりに今やなりつつあるというとこ
ろは注目されるべきだと思います。
もはや人類の合い言葉となっておりますし，
それで皆さんが自らのライフスタイルを振り返
る。そして，SDGsに貢献し得る商品やサービ
スを求めるように消費者行動も変化してきてい
る。さらには，そういうことにコミットして積
極的に取り組む企業。そして，恐らく大学で
あっても，自治体であっても，そういったもの
に参加している，貢献している，ということが
それぞれの価値をはかる尺度にもなりつつあり
ます。したがって，そういうアクターは一生懸
命それを発信したり，発信の方法を多様化した
り，そういう現象が見られていると思います。
ここで想起したいことは，世界はつながって
いるということです。私たちの暮らしは，どこ
かの国の資源，環境，誰かの生活あるいは労働
と無縁ではないということです。私たちが着て
いるもの，あるいは食べているもの，使ってい
るもの，これはどこかの国の資源，環境，誰か
の労働と無縁ではないということに思いをはせ
る必要があります。
そして，それは，もはや国際協力は特別な誰
かが行う特別な取組ではないということを示唆
していると思います。以前であれば，帰国子女
で英語を自由に操れる人が外国で活躍する，そ
ういうことが国際協力のイメージと捉えられた
こともあったのではないかと思います。ただ
し，今この流れの中では，地元にいても，必ず
しも外国でなくても，地域の課題にどういうふ
うに向き合うのか，それに対してどういう解決
策に取り組むのか，そういうことをほかの人と
どう共有をして，みんなでよりよい世界をつ
くっていくのか。こういった営みの中から国際
協力というのは生まれていくのではないでしょ
うか。まさに私たちの足元に国際協力がある
と，そういう時代になっていると思います。
したがって，私たちには何ができるのか，想
像力と創造力，クリエイティビティを持って考
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えてみるということが期待されているのではな
いかと思っています。

JICA の取組み

そこで，今回のテーマ「信頼で世界をつな
ぐ」という言葉で，JICAがどのように国際協
力に取り組んでいるのかということをご紹介し
たいと思います。

JICAは，以前より「信頼で世界をつなぐ」
というビジョンの下で，人間の安全保障と質の
高い成長，これをミッションとして活動を展開
してきています。やはり人間の安全保障，人々
が中心に据えられた協力であること，これは，
教育，健康，保健，あるいは平和，そういう
我々人間が生きていく上で必要不可欠であるも
のを重視するという姿勢です。社会的弱者への
裨益ということもございます。
そして，質の高い成長という意味では包摂的
である。今では「インクルーシブ」という言葉
も標準語になりつつありますが，そういう社
会。そして，それが持続すること。そして，そ
れが強靱であること。こういうことを信念とし
て日本の国際協力というのは取り組まれてきた
ということです。それは，まさに SDGsが今
掲げている理念です。誰一人取り残さない包摂
的な社会，そしてレジリエントであること。こ
れとまさに高い親和性があるということで，こ
れは JICAというよりは日本の国際協力がこう
いう理念の下で取り組んできたこと。これを，
ますます自信を持って今後も取り組んでいきた
いと思いを新たにいたします。
とはいえ，JICAの国際協力というのは

JICAの職員だけがやれるものではありません
し，やっているものでもございません。これ
は，やはり国内外のいろいろなアクターがお持
ちの技術やアイデア，ノウハウ，あるいは資
金，そういったものを結集して，それを JICA

が今まで培ってきた途上国の公的機関とのつな
がり，あるいは国内外に持っているネットワー

ク，拠点，さらには専門人材と言われる専門家
の方々，あるいは外国から来られる研修員の
方々，そして協力隊のボランティアの方々，こ
ういう方々を通じて，共に力を合わせて途上国
の課題の解決に当たる。これが基本的な形に
なっております。
そこで，こういったパートナーシップを活用
して JICAがどんな協力メニューをやっている
のかということですが，日本の経験，技術を通
じて人材育成を行い，途上国の国づくり，人づ
くりに役立てていただくという意味では，やは
り技術協力というのが大きな柱の一つになりま
す。そして，円借款。これは私が長年取り組ん
できましたが，経済成長の土台となる比較的大
規模なインフラ：空港や鉄道，上下水道などこ
ういったものを整備するためには莫大な資金が
かかります。そういったものを長期・低利の有
利な融資でもって支える。これが円借款の仕事
です。さらには，小規模であっても生活に不可
欠な施設を整備する。こうしたことにもお金が
かかるわけですけれども，返済義務のない資金
を供与することによってそれを支援する無償資
金協力というのもあります。
さらには，日本の民間企業の中にも優れた技

術や製品でもって途上国の課題の解決に貢献し
ているということがあります。したがって，
JICAはそういう取組を支援するメニューもあ
ります。これについては，この後，東洋農機の
大橋さんからもご説明があると思います。
市民の参加協力，これは日本の市民の方々が
国際協力に参画される中で途上国の課題解決に
貢献いただくということです。典型的なもの
は，海外協力隊と言われるボランティアの事業
です。その他，NGO等の活動を JICAが支援
するということもあります。これについても，
後ほど「飛んでけ！車いす」の会の吉田さんか
らお話しがあると思います。
最後に，国際緊急援助です。これは，人間の
生命を守るという意味で，自然災害等の現場に
緊急援助隊を派遣したり，水，テント，毛布な
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ど必要な物資を緊急に輸送する。こういう仕事
もやっているのが JICAです。
そこで，JICA北海道が北海道の特色あるい
は強みを生かして何を行っているのかというこ
とを少しご説明いたします。

JICA 北海道の取組み

北海道は，150年前に本格的な開発がスター
トして，短期間で急激な発展を遂げて今があり
ます。この過程においては，外国から優れた技
術を導入したり，あるいは国際機関の支援を受
けたり，技術的な支援を受けたりといったこと
がありました。そして，本州とは異なる歴史あ
るいは風土，その中で北海道が気候条件や土壌
に適合するように課題を克服してきた。その経
験や技術，プロセスの蓄積は，途上国の国づく
り，人づくりに生かすことができる貴重な資産
であると私たちは思っています。
さらに，そういったものを活用して，途上国
との連携・協働を通じ信頼の絆を築いていくこ
と，これは，今後の北海道がさらに魅力的であ
る，あるいは持続的であるためにも重要である
と考えています。途上国の方にこうした北海道
の利点を知っていただき，北海道のサポーター
になっていただく，北海道の魅力を感じていた
だく，そういうことが今後北海道を持続的にし
ていくという意味においても大事であると私た
ちは思っています。
そこで，JICA北海道では，今，コロナ禍で
ちょっと止まっていますが，毎年，年間で約
1,000名の途上国からの研修生を受け入れて，
北海道の知見あるいは技術を世界と共有し，国
づくりに役立てていただくという活動をしてい
ます。
例えば滝川国際交流協会さんには，アフリカ
の方々を招いて，小規模農家のためのアグリビ
ジネス振興という研修を実施いただいていま
す。これは，農家組織の強化などを通じて農業
の生産性を上げたり，取れた作物を加工して付

加価値をつけて販売することによって収入を向
上させたり，そういった取組をご紹介している
研修です。
また，旭川の大雪土地改良区では，農民主体
の用水管理システムの研修ということで，農民
が主体的に灌漑施設の維持・管理をする体制を
整備・強化することで農業の生産性を高めた
り，持続性を向上させたりなど，こういった知
見を，アフリカあるいは東南アジアの方々と共
有する機会を持っていただいています。
これは，中米の国々を対象にした，道の駅に
よる道路沿線地域開発の研修です。北海道開発
技術センターに実施してもらっているものです
が，道の駅を通じて地域の活性化を図ってい
く，その実践方法を特に中米の国々と共有して
役立てていただくということです。実際にニカ
ラグアにおいては，こうしたことを参考にした
モデル事業も始まっています。
こう見てきますと，北海道にお住まいの方々
にとっては極めて日常的な風景に見えることば
かりかと思います。ただ，ここに至るまでに北
海道は試行錯誤を繰り返しながら，今こういう
成果になっているわけです。したがって，この
プロセスや経験というものは，これから大いに
途上国の国づくりに役立つノウハウがぎっしり
詰まっていると私たちは考えています。
さらに，途上国からは短期間来日して研修を
してもらうほかに，長期にわたって大学の修士
課程あるいは博士課程に在籍して研究をしても
らったうえで，日本あるいは北海道をよりよく
理解した，次世代を担う途上国のリーダーを育
成する，というプログラムにも JICAは取り組
んでいます。受入れ実績としましては，北海道
大学，帯広畜産大学のご協力を得ながら，毎年
度約 70名前後が在籍し勉強をしています。
こうした長期に滞在している留学生に対して
は，我々もぜひとも北海道というものをよりよ
く理解してもらいたいという思いから，最近で
はアイヌ文化を通じて北海道を深く理解しても
らう地域理解プログラムというものも実施をし
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ました。そして，彼らも母国に帰ったときには
こうした体験を通して，多文化共生の取組に対
する理解者にもなっていただきたい，そして，
よりよく知った北海道のファンにもなっていた
だきたい，こういう思いで，このような活動も
展開しています。
二つ目は，ボランティア派遣です。道産子，

若い力，そしてシニアの力，これまでに累計で
2,600名の方々に途上国の開発，国づくり，人
づくりのために貢献していただいております。
今，コロナ禍ですので，なかなか派遣ができな
い状況になっておりますが，こういった途上国
での経験を地域に帰った後に地域の方々，ある
いは若い世代に伝えていただく地域還元の取組
にも我々は力を入れています。
さらに，私たちのセンターでは小中学校生ま
たは高校生あるいは市民の方々を対象に，途上
国の現状を知っていただく，SDGsについて理
解を深めていただく，あるいは国際協力に関心
を持っていただくことを目的としていろいろな
開発協力プログラムも実施しております。
そして，「海外で活きる，北海道の経験」と

いうことで，北海道の自治体，NGOあるいは
大学が行っている途上国での支援活動，こうい
うものを草の根技術協力として JICAが支援さ
せていただいています。これについては，後ほ
ど「飛んでけ！車いす」の会の事例をご紹介い
ただくことになっています。
例えば，札幌の The Earth Cafeさんという

団体が赤平の胡蝶蘭の栽培技術を活用して南国
サモアにおいて新産業を興す，そういう基盤整
備をする，非常にチャレンジングで夢のある挑
戦をされております。
さらには，これも北大の歯学部の取組が端緒
になっているようです。バングラデシュの紅茶
農園の労働者とその家族を対象に，これまで口
腔衛生に対して関心が薄く，そのために虫歯・
歯槽膿漏に起因する疾患，あるいは紙たばこに
よるがんの発生が多かったこの地の人々に，口
腔衛生に関する啓発活動，あるいはそれを基に

した健康管理というものを普及させる活動も展
開されています。
以上が草の根技術協力の事例になります。
そして，中小企業・SDGsビジネス支援につ
いてご説明いたします。
北海道の地元の企業の中にも，優れた製品・
技術によって途上国の課題を解決する潜在力を
秘めたものが山ほどあると私たちは思っていま
す。これについては，東洋農機さんの取組につ
いて後ほどお話しいただけることになっていま
すので，私のほうからは，このメニューの概要
についてちょっとご紹介させていただきます。
中小企業の中で，途上国で生かし得る技術や
アイデアをお持ちの方々が，途上国で基礎的な
調査をしたい，あるいはその調査を踏まえてビ
ジネスモデルの素案を策定したい，あるいはそ
れに沿って実際にビジネスが軌道に乗るかどう
か実証をしてみたい，こういう段階に応じてい
ろいろな調査をしていただけるメニューを我々
は持っております。皆さんの中で，もし関心の
ある方がいらっしゃいましたら，ぜひとも
JICAのほうにまずは相談をいただければと
思っております。

北海道の課題

課題は途上国だけにあるものではなく，北海
道にも様々な課題が今も，これからも出てきま
す。とりわけ北海道の場合は，加速する人口減
少，そして高齢化の問題が懸念されています。
いうなれば，産業や地域の担い手が不足してい
くということが現実になってきているわけで
す。500万人を超えていた北海道の人口は，
2045年には 400万人に減っていきます。そし
て，その内訳を見ますと，2045年には 65歳以
上の高齢者の割合が 42％を超えます。そのよ
うな状況が現実のものとなりつつあるわけで
す。
他方で，外国人材への依存も今後よりいっそ
う高まっていくだろうということで，近年も
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10％以上の割合で外国人労働者の方々が増えて
きています。半数以上は技能実習生と言われる
方で，ベトナムの方，中国の方，そしてフィリ
ピンの方が今のところ増えているような状況で
す。こういう外国の方々に我々の生活を支えて
いただく，あるいは地域を担っていただく，そ
ういう状況が現実になってきている中で，我々
はそういう状況をきちんと理解して受け入れて
いく準備ができているのかということが今後問
題になってくると私たちは思っています。
そのような中で，外国人労働者の方々とそれ
を取り巻く状況についてはいろいろな問題が指
摘されておりますが，我々は相互理解をしなが
ら共に地域を支えていく環境を整備していきた
いということで，そういう思いを一つにする企
業の方々あるいは自治体の方々，団体の方々と
責任ある外国人労働者の受入れプラットフォー
ムというものを立ち上げております。目的は，
情報や優良な取組を共有する，あるいは現場で
生じているいろいろな課題について解決策を検
討する，あるいは関係機関と連携するというこ
とです。
技能実習生の方が，身近なところで，我々の
生活を支えていただくようになってきておりそ
の数も増えてきています。しかしながら，なか
なか地域の方々との交流が持てない，言葉の問
題もあるとか，そういうことが指摘をされてい
ます。JICA北海道においても，そういうこと
をお互いに理解しあえるような機会を何とかつ
くっていきたいということから，6月に技能実
習生の方々，ベトナム人の方でしたけれども，
そういう方々の人となり，あるいは生活の様子
を皆さんに理解いただくようなオンラインセミ
ナーを開催しました。ベトナム料理の料理教室
の生中継なども行いました。このようになかな
か知ることができない事柄について，皆さんに
お伝えしていく機会を今後もつくっていきたい
と思っています。
さらには，地域で相互理解を進めていく上で

は，やはり外国人の方々の日常的な日本語の習
得は欠かせないと思っています。他方で，こう
いう学習機会へのアクセスを持たない方々がい
らっしゃるのも現実です。したがって，私たち
は今月（昨 11月）から 3月までの間に基本的
な日常会話に関するオンライン日本語教室とい
うものを企画して，実施をしたいと思っていま
す。習熟度別に 2コース用意し，8回シリーズ
で 3期に分けてやってみたいと思っています。
併せまして，地域の方々との交流あるいは相互
理解のためのサイドイベント，恐らく当面はオ
ンラインということになるかもしれませんが，
そういったことも実施をして，相互理解の促
進，多文化の共生について地域の方々と連携し
ながら取り組んでいきたいと考えております。
最後に，JICAの概要です。
もちろん JICAは，開発途上国，途上地域の
経済・社会の開発に貢献するということもミッ
ションですが，そこで培ったネットワークある
いは経験というものを日本の地域の課題解決の
ために還元し，そのことをもって我々も地域に
貢献していく，これも重要なミッションだと
思っています。職員数も 2,000名を割っており
ますが，専門家の方々，いろんな方々の意見を
踏まえて，ご協力いただきながらこういった活
動に取り組んでいきたい，そういうふうに思い
を新たにするわけです。

JICA北海道は帯広と札幌に拠点があります。
途上国に関する情報，あるいは国際協力に関す
る展示，SDGsに関する展示ももちろんござい
ます。今はコロナ禍で営業制限がありますが，
併設されているレストランで世界の料理を味わ
うこともできます。お近くにおいでの際は，ぜ
ひ一度遊びに来て，御覧になっていただいて，
お話し等ができればと思っておりますので，楽
しみにしております。
私からは以上です。樋渡先生，お返しいたし
ます。

第 11 号地域経済経営ネットワーク研究センター年報8

11_001_石丸卓.indd   8 2022/03/28   16:16:45


